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平成２０年度
町政執行方針

教

育

ℵ予 算 額主な投資的事業

5，422千円小平共同調理場補修事業

3，500千円給食運搬車購入事業

12，277千円小平小学校屋内体育館補修事業

4，473千円旧本郷小学校プール解体事業

5，300千円旧花田家番屋改修事業

主 な 事 業 内 容

【学校教育の推進】

新教育基本法・小平町教育目標を基本とした学校教育の推進と教育環境の充
実

【健康教育と安全対策】

学校栄養教諭による食育教育の推進と安全阻害要因から生命や安全性の確保
を図るための意識高揚とＡＥＤの設置

【特別支援教育】

複合型障害に対応するため、特殊学級を特別支援学級へと改編した障害教育
の推進を図るための設立した「特別支援教育協議会」を核として小平高等養
護学校と連携した特別支援教育の進展を図る

【社会教育の推進】

文化交流センターを拠点とし町部局と連携した子育て支援事業の事業展開を
進める

【文化の振興】

番屋や郷土資料館など貴重な文化遺産の適切な保存と指定管理者と連携協力
した利活用に努める

【スポーツの振興】

地域に根ざした各種体育事業の推進と体育施設の充実に努めスポーツの推進
を図る
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